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私の所属する社会福祉法人翡翠会は、千葉

県の太平洋側・大網白里市にあります。平成

13年にこの保健福祉圏域で初めての知的障が

い者入所施設「山武みどり学園」を開設し、現

在は障がい福祉と介護保険の事業所を8か所運

営しています。法人の理念は「地域と共に生き

る」。この度北摂杉の子会様より寄稿のお話を

頂いた際、「うちの法人理念と同じだ!」と大変

親近感を抱きました。

さて翡翠会では、この理念の基に地域に根

ざした運営を心掛けておりますが、法人運営は

「山あり谷あり」。良いことばかりではありませ

ん。そこで紙面をお借りし、本法人と地域との

かかわりを2つほど紹介させて頂きます。

1つめは数年前。障がい者の方のグループ

ホーム建設計画を進める中で開催した住民説

明会でのことです。参加した20人以上の方々

のほとんどが反対派でした。我々は「グループ

ホーム」が比較的障がいの軽い方が住まわれる

場所であること、「施設」ではなく普通の「住宅」

であることを何度もお伝えしましたが、説明会

は紛糾の一途。参加者からは「うちには小さな

子供がいるから」、「（ホームが建つことで）地

価が下がったらどうしてくれるんだ!」等の意見

が出されました。本法人は地域を第一に考え運

営してきたと自負していただけに、この結果は

大きなショックでした。現時点ではこの場所で

のホームの開設を延期しています。今後も説明

を重ね、地域の方々のご理解を頂けるよう尽力

していきます。

2つめは今年のこと。本法人は平成29年度

より大網白里市との連携で、介護事業所かき

つばたで「認知症カフェ」を共同運営していま

す。「認知症カフェ」とは認知症の方やその家

族、各専門家や地域住民が集う場として提供さ

れ、お互いに交流をしたり、情報交換をしたり

することを目的とした場のことです。2年目の

今年は、夏休みに「子ども食堂」を同時開催し

ました。当初認知症カフェの運営で採択された

事業なので、子ども食堂を運営する上で必要
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地域と共に生きる
～強みを出し合うコラボレーション～
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な「食材費」の財源はありません。困っていた

ところ協力を申し出てくれたのが、地域のロー

タリークラブでした。大網ロータリークラブから

は食材費としての財源支援、加えて養鶏場を経

営する会員の方からは「卵」、農家の会員の方

からは「お米」「野菜」といった食材そのものを

寄付して頂きました。「認知症カフェ」と「子ど

も食堂」。二つを同時に行うことの目的は「地

域住民の世代間交流」ですが、隣接する放課後

等デイサービスや生活介護事業所の利用者様も

加わり、障がいを持つ方々も自然な形で一緒に

参加できました。全3回の子ども食堂での来場

者は予想を超える214名!ボランティアだけで

も毎回10名以上の方に参加頂きました。調理

担当ボランティアの80代女性の「いくつになっ

ても人の役に立てることはうれしい。人は誰で

も必要とされる存在でいたいのよ」とのお言葉。

私自身大変勇気づけられました。

最後に、我々福祉に携わる職員は利用者様

やそのご家族とのコミュニケーションを得意とす

る反面、一般の地域住民との関わりは意外と苦

手なのではないでしょうか。前述の説明会では

地域住民の方々も我々法人側も各々「権利」を

主張し合い、合意には至りませんでした。しか

し子ども食堂では、行政からは「広報」、ロー

タリークラブから「食材」、ボランティアの方々

から「マンパワー」と多方面からの支援を頂き、

各々が互いに出来ること・得意なことを出し合い

成功しました。つまり、法人運営もイベントも一

法人で全て完結するのではなく、出来ないこと

は相談し、互いの強みを出し合うことが大切な

のではないでしょうか。「コラボ」って大変だけ

れど、達成感は格別。まだまだ「理念」の具現

化は道半ばですが、コラボレーションの輪を重

ねられるよう、精進していきたいと思います。
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2018年1月、私ども音楽教室のつながりで、大
阪府発達障がい者支援センター・アクトおおさか様
主催の「OSAKAでこいろ festa」の会場として、
当スタジオをお使いいただきました。

スタジオは二階建てになっており、路面でガラス
張りの一階（多目的ホール）では展覧会、二階（A
スタジオ）ではアート作品の上映と演奏会という展
開となり、絵画、写真、工芸、音楽、現代美術と
いった幅広いジャンルに対応することができました。
出品者の皆様の芸術への意欲、作品への取り組
みに、ささやかながらお手伝いができたことは、た
いへんうれしく光栄に存じます。

まつむし音楽堂（大阪阿倍野区）は、日頃は貸
スタジオとして音楽のレッスンやリハーサルにお使い
いただいていますが、自前の音楽教室も開講して
おります。今回はピアノ教室の生徒様がご紹介くだ
さり、このような機会をいただくことができました。作
曲家・リストの「超絶技巧練習曲」など難曲をこなし、
また、人に聞かせる技量もおもちの方ですから、
「でこいろ」コンサートには大勢のお客様がご来場
になりました。演奏会は好評だったとお聞きしてい
ます。演奏者も、ご家族の皆様も、明るく解放さ
れた表情でお帰りになったのが印象的でした。

開催前日の作品搬入と会場設営には、職員の
皆様、出品者の方が多数お見えになり、細部に至
るまで入念にチェックしておられました。作品の展
示位置（見せ方）などについては、展示環境のクォ
リティーをさらに高めたいという出品者の意思がつよ
く感じられ、アーティスティックで濃密な雰囲気を身

近に体感することができたのも大きな喜びです。
写真や絵画、イラスト、手芸品など、どの作品

も完成度が高く、アートとして見応えのあるものばか
りでした。このような作品を生み出す作家たちを、
いわゆる「発達障がい者」という括りで判断するの
は危険であると、私は考えます。どこまでも完成度
の高い作品を追求する集中力というのは、だれに
でも与えられた能力ではありません。だからこそ、
芸術表現をめざす方々は、その能力を存分に発
揮すればよいのです。

展覧会を経験することで、社会と連携し、良好
なコミュニケーションの方法を学ぶことができると思
います。そうすることで、いつの間にか彼らの生き
づらさが和らぎ、やがて自立する道が開けるかもし
れません。そのために、これからも、芸術表現の
場を、積極的につくっていく必要があると思います。
アクトおおさか様の活動に、大きな期待がかかって
いるのではないでしょうか。
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地域における包括的支援体制の構築をめざして

～地域連携を考えて～

まつむし音楽堂

芸術活動と地域連携
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ジョブジョイントおおさか　主任・サービス管理責任者　　

社会福祉士・精神保健福祉士　伊
い

　藤
とう

 　　望
のぞみ

　

■ はじめに
ジョブジョイントおおさか（以下、JJ）には、JJで

職業訓練を受けて就職した人が約80名いらっしゃ
り、就職後も定期面談や職場訪問などの定着支援
を行っています。

定着支援をする中で、企業の方から「他社さん
はどの様な障がい者雇用の取り組みをされている
のですか？」と質問されることが多くありました。「障
がいのある方にどんな仕事をお願いしたらいいのだ
ろうか」、「どの様に関わったらうまくコミュニケーショ
ンが取れるのだろうか」、「もっと会社で力を発揮し
てもらうために良い方法はないだろうか」と、この
質問には、色々な意味が含まれていると感じまし
た。そして、企業の方同士がそれぞれの取り組み
や思いを自由に話す機会があればいいのではない
か、とも感じていました。

一方、就労支援を行う上で、JJのスタッフが企
業の方の生の声を聞かせて頂くこと、企業の内部
事情（企業文化、体制、仕事内容など）をもっと
よく知っておくことが必要だとも感じていました。これ
らについて少しずつ前向きに取り組んでいくため、
障がい者雇用をされている企業の方同士で集まり、
自由に意見交換できる場＝「企業意見交換会」を
実施することになりました。

■ 実施内容
実施内容は以下の通りです。

【場所】ジョブジョイントおおさか たかつきブランチ

【日程】

【スケジュール】

企業意見交換会を実施する際、以下の2点を
大切にしています。
①支援者目線で伝えたいことを伝える場ではな
く、企業の方同士で自由に意見交換し、少し
でもすっきりした気持ちで帰ってもらえること
②話す内容は会社内の込み入った話になるため、
安心して話せる場であること。
　そのため、就職した人が働いている企業の方
限定で開催し、開始時にはルールとして「こ
の場で得た個人に関する情報は、この場にと
どめていただきたいこと」をお伝えしました。

企業意見交換会について

平成29年度  業務貢献表彰 優秀賞（法人内表彰制度）

第1回 平成28年10月24日
第2回 平成29年  4月17日
第3回 平成29年  9月27日
第4回 平成30年  2月15日

16：30 あいさつ
16：35 アイスブレイクor事例紹介

16：50

意見交換
◦社内での障がい者雇用についての 
取り組み
◦お困り事について

17：50 情報提供／まとめ
18：00 終了
18：30 懇親会
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［自由記述］
◦他社様の様々な状況やJJの取り組みを直接
聞くことができて有意義だった。
◦障がい者雇用で先輩方の話を聞けたことと、
事例紹介で基礎的な情報を頂けたことが良
かった。
◦他の企業の方のお話しが聞けて大変満足して
います。同じような問題があるのだなぁと思
いました。
◦もう少し具体的な話があればよかった。
◦今後も継続して実施してほしい。

効果① 就職先の企業ニーズに応えられた
アンケートでは「大変満足した」、「満足した」

の声を多数頂きました。自由記述からも企業の方に
とって情報交換や気づきの場になった事が伺えま
す。意見交換前にJJスタッフから就職者の事例発
表や障がい特性に関するアイスブレイクを実施した
事も、満足度が高い要因のひとつと考えられます。
また、参加企業の方から「社内で障がい特性に
ついて研修してほしい」と依頼を頂き、人事部の
方 に々向けての研修を行う機会にもつながりました。

効果② JJスタッフが企業について知る機会と
なった

企業意見交換会の中で、普段はお聞きすること
が難しい企業の内部事情や風土、ご担当者の人
となりを感じられる話をお聞きすることができました。
企業の方と関係を深めることはもちろん、このような
お話しを聞ける機会はとても貴重なものです。

効果③ 「地域を耕す」一助になっている
企業意見交換会を計4回実施し、述べ約30社、

50名の方にご参加頂きました。まだまだ小規模な
会ですが、参加企業の皆様は障がい者雇用に積
極的に取り組み、1人ひとりを大切な社員として関
わってくださっています。今後も継続して実施して
いくことで、この輪を大きく広げていきたいです。

■ 今後の展望
企業の方からは毎度「障がい特性や他社での

取り組みについてもっと話を聞きたい」とご意見を頂
いています。意見交換だけではなく、障がい特性
に関する勉強会や、企業の方に自社での取り組み
について発表して頂くなど、様 な々形で発展してい
きたいです。

また、高槻市で新たな社会資源を作るべく、た
かつき・しまもと障がい者就労支援ネットワークと協
働し、平成30年2月に高槻市版の企業意見交換
会を開催するに至りました。

今後もこの企業意見交換会を継続して行い、
発達障がいのあ
る方が活き活きと
働ける地域作りに
つなげていきたい
と思います。

■ 実施後の効果
企業意見交換会実施後に参加の皆様にアンケートを記入して頂きました。アンケート結果は以下の通りです。

【アンケート結果】
参加人数 参加企業 大変満足 満足 普通 満足できない 回答なし

第1回 14名 9社 8名 4名 0 0 2名
第2回 12名 8社 8名 4名 0 0
第3回 15名 9社 10名 2名 0 0 3名
第4回 6名 5社 5名 1名 0 0

合計（述べ数） 47名 31社 31名 11名 0 0 5名
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■ はじめに
　大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさ
か（以下、アクトおおさか）に相談に来られている
方々の中には、絵を描いたり、写真を撮ったり、クラ
フト作品を作ったりしている方が沢山おられます。
面談でそれらの作品を見せて頂く機会があります
が、どれも個性的で、かつ1つひとつ丁寧に長い時
間かけて作られたことが伝わってくるものばかり
で、拝見した時は驚きと感動で胸が熱くなります。
　そんな素晴らしい作品を多くの方々にも見てい
ただきたいという思いで、「OSAKAでこいろfesta」
と称し、平成30年1月27日にアート展覧会（ピアノコ
ンサート付）を開催しました。

■ 具体的な取り組み
Ⅰ メンバーの募集
　準備は1年かけて行いました。メンバーにただ作
品を提供してもらうだけではなく、展覧会を一緒に
作り上げていく過程も大切にしたいという考えか
ら、企画・運営にも無理のない範囲で参加して頂
き、積極的にメンバーの意見や意向を伺いました。
　そのため、アクトおおさかに過去または現在相談
に来られているご利用者の中から、芸術活動をし
ていて、それを他者と共有したいと思う方を対象
に、ミーティングへの参加または作品だけ展示した
いという方を募集し、計9名の方が作品と特技（ピ
アノ演奏）を披露することになりました。

Ⅱ ミーティング（準備段階）
　展覧会当日を含め、計5回のミーティングの機会
をもちました。最初は自己紹介も兼ねて、コラージュ
を作って自分を表現してもらいました。次に、ピアノ
のある区民施設内で内覧会として、メンバー間で
作品やピアノ演奏の披露を行いました。この時の
感動と、メンバーが作品にかける思いを相互に知
ることで、展覧会実現への思いが一層高まったと
思います。
　その後のミーティングでは展覧会の具体的な準
備を進めていき、その中で、メンバーの意見で決定
したことが幾つかありました。1つは、「OSAKAでこ
いろfes t a」という名前です。「でこいろ」は、メン
バーそれぞれに様々な特性があり、得意な事と苦
手な事のどちらもあってこその自分で、色々な凸凹
があってもいいじゃないかという思いが込められて
います。“でこぼこ”と“いろいろ”を合わせて「でこい
ろ」になりました。決定までの話し合いは白熱しまし
たが、聞いた方の印象に残る名前になったのでは
ないでしょうか。
　また、展覧会の会場選びについても、グランドピ
アノが使用できて交通の便が良い所を探していた
ところ、メンバーの方から「まつむし音楽堂」という
素晴らしい会場のご提案をいただきました。オー
ナーの和田様は企画の主旨をご理解下さり、展覧
会当日までの下見や準備に多大なご協力をいただ
きました。

ART展覧会
「OSAKAでこいろfesta」の報告

平成29年度  業務貢献表彰 優秀賞（法人内表彰制度）

大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさか　　
支援員　臨床心理士　岡

おか
　　 あゆみ　

支援員　臨床心理士　山
やま

　田
だ

 奈
な つ こ

津子　
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Ⅲ アート展覧会当日
　当日は小雪のちらつく寒い日でしたが、予想を超
える70名以上の方に御来場いただきました。メン
バーのご家族や友人、職場関係者の皆様がメン
バーの晴れ舞台を見に来てくださったばかりではな
く、アクトおおさかと縁のある支援者、府の所管課
の皆様もお越しいただきました。
　1階の展覧会場では、8名がそれぞれの作品を
展示。コンテストで受賞歴もあるメンバーの写真の
展示、粘土から作り上げた精巧な人形、鮮やかな
色使いが目を引く手縫い人形、アクセサリーやしお
り、草木染や絵などの作品が並びました。1年間ほ
ぼ毎日書かれた絵日記には日々の生活の記述の
中に、発達障がいの診断を受け、アクトおおさかに
つながった際の気持ち、面談後に考えたことや仕
事での工夫なども記入されています。足を止めて
じっくり読まれている来場者もいらっしゃいました。
　2階の会場での計3回のピアノコンサートも立ち
見が出るほど盛況で、フランツ・リストの「献呈」と

「風景」、アンコール用にフレデリック・ショパンの「子
犬のワルツ」の計3曲の演奏がありました。ピアノ演
奏をしたメンバーはこの日のために、ピアノの先生
と一緒に演目曲を考えて、仕事終わりに練習を一
生懸命続けてこられたそうです。演奏前は緊張も
うかがえましたが、ご家族の応援もあり、素晴らしい
パフォーマンスとなり、繊細で丁寧であるのと同時
に力強く、感動や楽しみを肌で感じられた演奏会
でした。

■ 展覧会の成果
　来場者のアンケート結果は、我々スタッフにとっ
て大変うれしく、励まされるものでした。いくつか抜
粋してご紹介します。
　「作品の質が高く、展示も1つひとつ丁寧にされ
ていて、展示会にまごころを感じました（後略）」

「純粋にそれぞれの作品のセンスに感動しました。
最近は企業内での発達障がいの方の採用も多く
なっており、その方の能力を活かした職場での受

け入れがよりうまく機能していけばいい」「じっくり
本人と向き合い本人を知る。また楽しみ、楽しいと
いった気持ちに気づく・気づいてもらう努力、支援、
すごいです。びっくりです。障がいの有る無しに関
係なく、人間っていいな、と再確認しました」「発達
障がいの人たちにアクトおおさかがご利用者、クラ
イエントとして接しているというより、人生、人に関
わっているなと思いました」。

■ さいごに
　メンバーの方にとっては、沢山の時間や労力を
かけて作り上げた自身の一部と言えるような大切
な作品を、アクトおおさかのスタッフに預けることは
少なからず不安が伴っていたと思われます。それ
でも主旨に賛同し、スタッフを信頼していただけた
のは、個別面談でご本人の話を真摯に聞き、より良
い未来に向けて一緒に考え相談を進めていくとい
う基本的な支援が基盤になっています。このことを
忘れてはいけないと考えています。
　また、メンバーに企画・運営や準備に携わってい
ただいた経過がとても重要で、本番までの準備プ
ロセスの体験があったからこそ、自分たちの展覧
会としての意識が生まれ、当日の達成感につな
がったのではないかと思われます。さらにメンバー
同士の交流で生まれた関係性、自信や自己肯定
感、作品を通して生まれた社会とのつながりなどの
成果も得ることができたと感じています。
　末文にはなりますが、展覧会の実現にご協力い
ただいた皆様に深く感謝申し上げます。
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■ はじめに／4法人ジョイントセミナーとは
　展開する地域は違っていても、自閉症の人たちに
対する思いや支援の考え方が共通する、社会福祉
法人はるにれの里（北海道札幌市）さんと当法人の
2法人で始まったジョイントセミナーが、昨年から社会
福祉法人横浜やまびこの里（神奈川県横浜市）さん
が、今年からは社会福祉法人侑愛会（北海道北斗
市）が参加して、4法人ジョイントセミナーとなりました。
今年は、横浜が会場で平成30年9月30日（日）に横浜
市に4法人が集まり、実践報告会を行いました。

■ 今年のテーマ
　今年のテーマは「思う存分! 自閉症支援」で、そ
れぞれの法人からの実践報告を通して、ご利用者
のQOL（Quality of life・生活の質）の向上の視点
から支援を考える刺激的な機会としたいという想い
で開催しました。「日中活動支援」、「暮らし」、「地域
生活」の3テーマについて各法人1つずつ発表し、
計12の実践報告を行いました。

■ 実践発表の内容
　異なる地域、異なる設立経過、異なる事業展開を
してきた4つの社会福祉法人ですが、各々の実践報
告を聴いていると、いくつかの共通点が見られます。
　それは「自閉症の人たちへの理解の仕方」が同
じ方向性であり、手法に多少の違いはあれども、ど
の法人も「アセスメント → 仮説 → 支援 →振り返り

（見直し）→ 修正 → 支援 → 振り返り（見直し）」を
きっちりとしていることです。
　その結果、本当に1人ひとりに合わせた支援が確
実に実践されており、最終的には、ご利用者の生活
の質が上がっていることが実感できました。
　今回の発表は、細かな打ち合わせを行うより、各
法人の実践をありのまま発表することに重点をおきま
したが、それでも、各々の実践報告で共通点が多
かったことで、自閉症支援における大事な根本は同
じなのだと感じています。

■ 最後に
　今回、初めて4法人でのジョイントセミナーの開催
でしたが、参加させていただき、とても刺激と勇気を
いただきました。どの発表もすばらしく、また聴いてい
て、わくわくする内容であり、大変勉強になりました。
私自身もまだまだ学ぶべきところがたくさんあり、また
実践しきれていないことも多々あるなと再確認できま
したので、今後も、他の3法人に負けないよう、1人ひ
とりを大事にした｢地域に生きる｣を実践していきたい
と改めて思っています。

社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士 　

伊
い

名
な

岡
おか

　　　宏
ひろし

　

レジデンスなさはら　サービス管理責任者  

4法人ジョイントセミナー参加報告

実践報告2　暮らし

はるにれの里

北摂杉の子会

侑愛会
やまびこ
の里

実践報告3　地域生活

はるにれの里

北摂杉の子会

侑愛会
やまびこ
の里

実践報告1　日中活動支援

はるにれの里

北摂杉の子会

侑愛会
やまびこ
の里
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去る平成30年7月3日(火 )、萩の杜の生活介
護 従たる事業所 “ひむろ北作業所” を高槻市奈
佐原2丁目に移転し、名称も新たに “ふれっと な
さはら”として開設しました。“ふれっと なさはら” で
は、萩の杜に入所しているご利用者18名に加え、
今年度新たに在宅の方3名を受け入れ、ご利用
者21名での活動を開始しています。

移転にあたり、新たな環境での活動に対するご
利用者の不安軽減を目的に以下の4点について、
重点的に準備しました。

その結果、ご利用者にとって日中活動を支える
“人”と “場所” は変わりましたが、支援方法が変
わらないことで、ほとんどのご利用者が新しい環境
にスムーズに移行することができました。こうした移
転・開設の動きは、私たちにとっても改めて継続し
た支援とご利用者個々の特性理解の大切さを実
感する機会にもなったと感じています。

現在の活動は、運動や余暇プログラムに加えて、
地域でのポスティング作業や電線のリサイクル作業
などの受注作業にも取り組んでいます。また、今
後は地域での清掃作業等もおこなうなど、更に活
動を充実させていく予定にしています。

今後も地域に開かれた事業所になるように活動
していきたいと考えておりますので、引き続きみなさ
まのご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

介護福祉士　勝
かつ

　部
べ

　真
しん

一
いち

郎
ろう

 　
萩の杜 施設長

『萩の杜 日中活動支援センター 
ふれっと なさはら』開設のご報告

①ご利用者の建物内の事前見学の実施

②支援員がご利用者と一緒に個々の活動スペース

を準備

③ひむろ北作業所等で使用していたご利用者個々

のスケジュールや支援グッズを“ふれっと なさ

はら”で引き続き使用

④“ふれっと なさはら”で新たに働く非常勤職員

の育成として、開設前に萩の杜での実習や個々

の障がい特性や支援内容に関する研修の実施

ポスティング作業の準備 電線のリサイクル作業

ふれっと なさはら 外観
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平成17年4月に定員4名での開設となりました「グ
ループホームみやた」ですが、平成30年9月18日
に引っ越しを致しました。引っ越しに伴い事業所と
しての「グループホームみやた」は廃止、「レジデ
ンスなさはら」内の「レジデンスなさはら2丁目」と
いうホームへと変更となり、当法人の共同生活援助
事業所は「グループホームみやた」と「レジデンス
なさはら」の2つの事業所から「レジデンスなさはら」
のみになりました。ホームとしては、「レジデンスなさ
はら」「レジデンスなさはら2丁目」「グループホーム
とんだ」の3か所です。来春には4か所目のホーム
が開設となる計画も進んでいます。

13年を超える長い期間、宮田町でたくさんの方々
に支えられて運営を行なってきましたが、消防法改
正に伴うスプリンクラー設置義務が生じ、宮田町の
物件での運営継続が難しくなった経緯があり、6年
ほど前から移転の候補地を探してきました。いくつ
かの場所が候補にあがりましたが、様 な々要因で折
り合いがつきませんでした。今回はご縁があり奈佐
原の地で無事に移転を達成することができました。

移転自体に関しては、候補地を探してくださった
不動産の方、土地をお貸しいただけた地主の方、
建設に関連して各種行政手続きや建設そのものに
携わって頂いた会社の皆様をはじめ、ご家族等ご
利用者の関係者の皆様や法人内の他部署職員に
もご尽力いただき感謝の思いでいっぱいです。

それに加えて、13年の間本当にお世話になって
きた宮田町周辺の関係者の方々にも感謝の思いが
たくさんあります。4名で開始した事業が最終的に
定員16名までになったのは大家さんをはじめ、同じ
マンションにお住まいであった方々の支えがあったか
らでした。加えてご利用者が体調を崩された際な
どに、にこやかに診察していただいたり、訪問診療
していただいた医療機関の皆様。送迎や活動の
支援でご利用者の日中活動を充実したものにして

頂いている皆様。ご利用者の余暇の充実のため
に定期的にお越しいただいた移動支援事業所の
皆様。当然、ご家族や成年後見人などのご利用
者の一番近くでその方を支えて頂いている方 に々も
感謝の思いでいっぱいです。

引越に伴い、関係が続く方と新たに関係を築い
ていく方がおられると感じています。続く方には今
までと変わらないご支援をお願いできればと思いま
す。新たに関係を築いていく方には、当初ご迷惑
をおかけすることもあると思いますが、少し暖かい
目で見て頂けると非常にありがたく感じます。当然
至らない点は職員までお伝えいただければ、出来
る限り改善していきます。14名のご利用者の新し
い生活が始まったところです。これからも皆様のお
力もお借りしながら、職員一同でその生活を支えて
いきたいと考えています。

宮田町近辺の皆様、今まで本当にありがとうご
ざいました。また機会がありましたらよろしくお願い
致します。

奈佐原近辺の皆様、これからどうぞよろしくお願
い致します。

介護福祉士　原
はら

　田
だ

　智
とも

　弘
ひろ

 　
地域生活支援部　副部長

グループホームみやたの
移転と名称変更

レジデンスなさはら
2丁目外観

1F 食堂 1F 台所

1F 居室 裏側2F 居室
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当法人のご利用者には、様々な特技をお持ちの方や表現活動（絵画・詞・陶芸等）を
行っている方がたくさんおられます。このコーナーでは、そういった活動を紹介しています。
たくさんの読者に「いいね！」「共感した！」という想いを届けたいと考えています。

杉の子いいね!

ジョブジョイントおおさか

 ●作品紹介
これは父が携帯を取る時に時間がかかっていてやりにくそう
だったから作りました。
服についているお試しの布を合わせて、2週間くらいかけて
生地を作りました。
そこからはあまりかからなかったのですが、ファスナーをつ
けるのに苦労しました。
見本としたのは自分のスマホケースで、真似をして作っただ
けなのでクッション性は低いのですが、喜んでくれたことと
初めてのわりには上手くできたので満足しています。
色を合わせている時は楽しいので、やっていて楽しかったです。
何かに熱中するのは、気分を変えるのにいいなと思いました。

機関誌「地域に生きる」の大ファンです。
この絵は大好きな機関誌「地域に生きる」に載せて欲し
いと描いて下さいました。
毎回ステキな絵をプレゼントして下さるのを、スタッフ一
同楽しみにしています。

●スタッフコメント （PASSO）

児童発達支援部

レゴブロックやラキューの組立てが得意で、 いつも上手
に作られています。
今回は作った汽車に合わせて紙で線路も作られました。
線路の部分に切り込みを入れて作るなど、本格的です。

●スタッフコメント （az）

療育でペーパークラフト作りに取り組まれました。
複雑な工程も、作り方の手順を手がかりにしながら作られ、
組み立てる時は、のりだけでは不安定なところにテープを
使って固定するなど、工夫しながら完成されました。

●スタッフコメント （an）

willでの余暇時間に、大好きなバイキンマンのメカ「ダ
ダンダン」シリーズを2作描いて頂きました。おうちでも
いつも描かれているそうです。

●スタッフコメント （will）

「
僕
た
ち
の
展
示
場
」

「
線
路
と
汽
車
」

「
ダ 

ダ
ン
ダ
ン 

絵
」

父の携帯ケース

「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
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おわびと訂正
前号（機関誌74号）表紙にて以下の様な誤りがございました。
ここにお詫びして訂正申し上げます。
関係者各位には多大なるご迷惑をおかけし、申し訳ございませんでした。

北摂杉の子会のホームページ（http://www.suginokokai.com）では、
様々な法人の活動や情報提供をリアルタイムで掲載しております。
過去3ヶ月のホームページ更新状況をお知らせいたします。
ホームページでは、機関誌のバックナンバーもご覧いただけます。
ご興味のある方は『北摂杉の子会』で検索して、ぜひアクセスして
ご覧ください!

北摂杉の子会のホームページ　更新情報
（平成30年6月〜8月）

掲載ページ 内　　　　　　　　　　容

各施設のご案内

すぎの子はったつ通信　８月号

こども発達支援センターaz　事業所見学会のご案内

児童デイサービスセンターan　事業所見学会のご案内

第11回よどまつり　開催のお知らせ

お知らせ
平成30年度『権利擁護・虐待防止計画』

第5回北摂杉の子会研修セミナーのご案内

よどのコロッケ
よどのコロッケかわら版更新

イベント販売&お知らせ

Café Be
ランチメニュー更新

Café Be ミュージック・ディ情報更新

正 誤

かわばたレディスクリニック様 かわばたレディースクリニック様
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平成28年度、法人の総務部の中に人材育成研修
室という部署がもうけられました。これまでの研修相談
支援室の業務を引き継ぎ、さらに発展させていくことを
狙いとしております。自閉症スペクトラムを中心に、発
達障がいのある人に適切な支援ができる人材を育て
ていきたいと考えております。

単発の講師派遣に加えて、定期的なコンサルテー
ションの契約を交わした法人も幾つかあり、府外の施

設へも出向いて、支援の現場を見ながら具体的な助
言や、講義やグループワークなどを通じて、支援員さ
んのスキルアップをお手伝いしています。

近年、障がい者権利条約が批准され、差別解消
法や虐待防止法ができました。そんな中で重要視され
ているのが、合理的配慮です。発達障がいの人への
合理的配慮がスムーズに構築できる支援者を育成でき
ればと思っています。

❖  人材育成研修室（講師派遣・コンサルテーション）のご案内 ❖

❖平成28年度　講師派遣実績

❖平成29年度　講師派遣実績

法人・団体
社会福祉法人　愛知県厚生事業団  
愛厚弥富の里
社会福祉法人　草の根共生会　蓮
社会福祉法人　新緑福祉会
社会福祉法人　大阪府社会福祉事業団　
みずほおおぞら
社会福祉法人　二色福祉会　夢二色
社会福祉法人　息吹　もみじの家
社会福祉法人　南風荘　セルプときわ
社会福祉法人　宝塚さざんか福祉会　
宝塚めふプラザ
大阪府社会福祉協議会
大阪社会福祉士会　南河内支部
鳥取県社会福祉士会
猪名川町手をつなぐ育成会
ＮＰＯ法人　障害者の自立を支える
サポートネットワーク
塩野義製薬株式会社　こどもの未来
支援室
スバル・トータルプランニング　株式会社
有限会社　ウィルビ・エンタープライズ

事業所コンサルテーション
社会福祉法人　名張育成会　
名張育成園成峯
社会福祉法人　来島会　南海学園
社会福祉法人　来島会　今治福祉園
社会福祉法人　一羊会　カノン今津
社会福祉法人　まほろば  三木光司園

事業所
とよなかファミリーサポート・センター

障害者生活支援センター遊び雲
枚方市子ども総合相談センター
大阪府社会福祉協議会
美山育成苑
枚方療育園（第二博愛）
特定非営利活動法人ライフサポートはる
有限会社　クレセント
高槻市民生委員児童委員協議会
高槻市認定こども園
児童発達支援センターくすの木園
一般社団法人鳥取県社会福祉士会
寝屋川市社会福祉協議会
豊中市障害者居宅介護・移動支援事
業者連絡会

事業所コンサルテーション
名張育成会　名張育成園成峯
社会福祉法人来島会　南海学園
社会福祉法人来島会　今治福祉園
社会福祉法人　一羊会　カノン今津

行政・教育委員会
守口市教育委員会
泉大津市教育委員会
摂津市教育委員会
箕面市教育委員会
和泉市教育委員会
豊能町教育委員会
高槻市教育センター
寝屋川市　障害福祉課
岸和田市　障害者支援課
高槻市立第七中学校

❖お問い合わせ
人材育成研修室　担当：堀内・河辺
TEL 072-662-8133　
FAX 072-662-8155
Eメール info@suginokokai.com

行政・教育委員会・教育機関
枚方市　生活福祉室
泉大津市　教育委員会
摂津市　教育委員会
和泉市　教育委員会
高槻市　教育センター
寝屋川市　障害福祉課
高槻市立　第八中学校
大阪府立　東淀川支援学校
門真市立　第七中学校区学校支援
協議会
大阪府立　吹田高等学校
高槻市立　阿武野中学校
高槻市立　南大冠小学校
大阪府立大学

大学コンサルテーション
大阪学院大学

大学コンサルテーション
大阪学院大学
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（平成30年6月から平成30年8月まで）

法人本部総務部 掲示板

6月 行　　　　　　事
2日 高槻市社会福祉協議会　福祉就職フェア

3日

第65回評議員会　高槻生涯学習センター　研修室
第1号議案　定款変更の件
第2号議案　�独立行政法人福祉医療機構からの借入

の件
第3号議案　三菱UFJ銀行からの借入の件
第4号議案　借入に伴う担保設定の件
第5号議案　平成29年度　事業報告承認の件
第6号議案　平成29年度　決算承認
第7号議案　平成29年度　監事監査報告の件
第8号議案　平成30年度　事業計画（案）の件
第9号議案　平成30年度　予算（案）の件

8日 権利擁護虐待防止委員会
8・22日 運営会議
9・16日 法人採用説明会　高槻現代劇場
11・14・18日 採用応募者施設見学会
11・25日 経営会議
15日 医療連携推進室会議
27日 甲南大学ボランティア説明会
29日 強度行動障害支援スーパーバイザー養成研修
30日 採用筆記試験

7月 行　　　　　　事

2日

第115回理事会　法人本部会議室
第1号議案　 �（仮称）レジデンスなさはらもとまち新グルー

プホームの入札と建設スケジュールの件
第2号議案　 �（仮称）レジデンスなさはらもとまち新グルー

プホームの建設に係る公告事項の件
6・11・19日 採用面接
9・23日 経営会議
12日 京都女子大学内採用説明会
13日 関西福祉科学大学内採用説明会

13・27・28日 運営会議
14日 大阪府社会福祉協議会　福祉就職フェア

20日
医療的ケア第3回講演会
医療的ケアはじめの一歩　高槻現代劇場　305号室
医療連携推進室会議

27日

第116回理事会　法人本部会議室
第1号議案　 �(仮称)レジデンスなさはらもとまち新

グループホームの新築工事入札参加
業者の決定並びに現場説明要項の
決定の件

強度行動障害支援スーパーバイザー養成研修

28日 第2回法人全体研修　高槻現代劇場　305号室
業務貢献表彰事例発表

8月 行　　　　　　事

1日

第117回理事会　高槻現代劇場　202号室
第1号議案　定款変更の件
第2号議案　規程類の改正の件
第3号議案　 �（仮称）レジデンスなさはらもとまち新

グループホームの新築建設工事に係
る予定価格の決定の件

6・21日 経営会議
10日 権利擁護虐待防止委員会

10・31日 運営会議
17日 医療連携推進室会議
23日 新入職員研修
31日 強度行動障害支援スーパーバイザー養成研修

（河辺　記）

医療的ケア講演会

掲示板コーナー
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萩 の 杜  掲 示 板

８
月
12
日（
晴
れ
）

　
部
屋
の
中
で
す

が
、
す
い
か
割
り
を

し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

８
月
11
日（
晴
れ
）

　
夜
に
な
っ
て
、
花

火
を
し
ま
し
た
。
　

　
き
れ
い
で
し
た
。

　
　

８
月
14
日（
晴
れ
）

　
み
ん
な
で
か
き
氷

を
作
り
ま
し
た
。
　

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

８
月
13
日（
晴
れ
）

　
暑
い
中
、
水
遊
び

を
し
ま
し
た
。
　
　

　
涼
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

大阪府共同募金会から
「平成30年度NHK歳末たすけあい助成金」を
頂き、公用車を購入しました。
「ふれっとなさはら」のご利用者の送迎や活動に
使用させて頂いています。
ありがとうございました。

萩 の 杜  掲 示 板

（竹内　記）

『萩の杜の夏休み』～ 副しせつ長　たけうち ひさし～



第 75 号　地域に生きる　17

ジョブサイトひむろ掲示板

８
月
12
日（
晴
れ
）

　
部
屋
の
中
で
す

が
、
す
い
か
割
り
を

し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

８
月
11
日（
晴
れ
）

　
夜
に
な
っ
て
、
花

火
を
し
ま
し
た
。
　

　
き
れ
い
で
し
た
。

　
　

８
月
14
日（
晴
れ
）

　
み
ん
な
で
か
き
氷

を
作
り
ま
し
た
。
　

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

８
月
13
日（
晴
れ
）

　
暑
い
中
、
水
遊
び

を
し
ま
し
た
。
　
　

　
涼
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

大阪府共同募金会から
「平成30年度NHK歳末たすけあい助成金」を
頂き、公用車を購入しました。
「ふれっとなさはら」のご利用者の送迎や活動に
使用させて頂いています。
ありがとうございました。

萩 の 杜  掲 示 板

（竹内　記）

『萩の杜の夏休み』～ 副しせつ長　たけうち ひさし～

（森田　記）

ジョブサイトひむろ 掲 示 板

7月21日（土）『ひむろ夏祭り』
お菓子釣りや輪投げ、的当てに当てもんとみなさん沢山の景品をゲットしていました！

7月21日（土）『さにすぽ夏祭り』
サニースポットさんの夏祭に今年も参加させていただきました。

たくさんのお客様に御来場いただきました！

8月7日（火）『ゆうあいセンター夏のふれあいデー』
今年も手作り体験コーナーに参加させていただきました！
沢山の方にストラップを作っていただきました！

体験していただいた方のスタンプラリーのお手伝いをしました。手話講座やハンド
ベル演奏会などたのしい演目がたくさんありました。

好きなジュースを
狙ってね！
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大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1～2日 発達障がい者支援センター全国連絡協議会全国大会参加（京都テルサ）
4日 地域支援マネージャー事業：高槻市訪問（打ち合わせ）
5日 地域支援マネージャー事業：八尾市訪問（事業説明・打ち合わせ）
6日 地域支援マネージャー事業：和泉市訪問（打ち合わせ）
7日 地域支援マネージャー事業：東大阪市訪問（事業説明・打ち合わせ）
8日 地域支援マネージャー事業：能勢町訪問（打ち合わせ）
13日 地域支援マネージャー事業：豊中市訪問（打ち合わせ）
14日 地域支援マネージャー事業：太子町訪問（研修会打ち合わせ）
15日 平成30年度　第1回　大阪府発達障害団体ネットワーク会議

16日 アクトおおさかグループミーティング第1回目開催（相談者対象）
　「みんなのリラックス方法を知り、好不調の波を乗りこなしましょう！」

25日 地域支援マネージャー事業：羽曳野市訪問（打ち合わせ）
26日 地域支援マネージャー事業：岸和田市訪問（研修会打ち合わせ）
27日 地域支援マネージャー事業：東大阪市訪問（研修会打ち合わせ）

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

5日

大阪府ペアレント・メンター事業 公開講座 主催
「発達障がいの理解と家族支援について」　
　講師：大阪大学キャンパスライフ健康支援センター　准教授　望月　直人 氏
「ペアレント・メンターの話」　大阪府ペアレント・メンターより

7日 アクトおおさかグループミーティング第2回目開催（相談者対象）
　「みんなのリラックス方法を知り、好不調の波を乗りこなしましょう！」

10日
平成30年度 第1回 大阪府ペアレント・メンター事業運営委員会
　事務局として参加
平成30年度 第1回 大阪府発達障がい者支援センター連絡協議会　主催

11日 大阪府ペアレント・メンター事業：岸和田市教育委員会訪問（打ち合わせ）
12日 地域支援マネージャー事業：能勢町訪問（打ち合わせ）
19日 平成30年度 第1回 発達障がい児者支援体制整備検討部会

20日 発達障がい者の地域支援を考える会：岸和田市立総合福祉センター
（意見交換会） 主催

26日 大阪府ペアレント・メンター事業：四條畷市訪問（打ち合わせ）

25～27日 平成30年度発達障害者地域支援マネージャー研修会（基礎研修）参加
（国立障害者リハビリテーションセンター）
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8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

2日

発達障がい者の地域支援を考える会
　ルーキーのための3回連続講座　第1回　主催
「発達障がいの基礎理解と家族支援」
　講師：鳴門教育大学大学院　准教授　小倉　正義 氏

7日

地域支援マネージャー事業：東大阪市相談支援事業所相談員対象研修会
　「発達障がいの理解と支援について～アクトおおさかの取り組みから～」
大阪府ペアレント・メンター事業：大阪府立砂川厚生福祉センター（打ち合わせ）
大阪府ペアレント・メンター事業：豊中市訪問（打ち合わせ）

8日 地域支援マネージャー事業：太子町訪問（ペアレント・メンター打ち合わせ）
9日 地域支援マネージャー事業：羽曳野市訪問（打ち合わせ）
20日 地域支援マネージャー事業：高槻市ケアマネジメント会議参加

22日

地域支援マネージャー事業：太子町役場　万葉ホール
「元気の出る勉強会～発達障がいの子どもを育てる先輩ママから学ぶ～」

（ペアレント・メンター活動）
「発達障がいの理解と支援～子どもの “気になること”を保護者と一緒に考える～」
第18回　南河内南障害者就業・生活支援センター運営会議　参加

23日 地域支援マネージャー事業：岸和田市訪問
第1回研修会・初級編　「発達障がいに関する基礎知識について」

27日 大阪府ペアレント・メンター事業：豊能町（打ち合わせ）
28日 大阪府ペアレント・メンター事業：岸和田市教育委員会（ペアレント・メンター活動）

（坂本　記）

発達障がい者の地域支援を考える会　ルーキーのための3回連続講座
第1回 「発達障がいの基礎理解と家族支援」　小倉　正義 氏

大阪府ペアレント・メンター事業　公開講座
「発達障がいの理解と家族支援について」　望月　直人 氏
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児 童 発 達 支 援 部

（西ヶ峯　記）

PASSO

will

a z

職員に書いた絵をプレゼント

淀川区委託事業 親子であそぼう

児童発達支援部

療育で作成 ひまわり

a n
料理制作くらぶ

グループ活動 保護者とゲームスケジュールチェック 先生と課題

おやつ前　机拭きの様子 歯みがきの練習 遊び時間　トミカで遊ぶ

アスレチック場面 グループ療育　お買いものごっこ グループ療育　パフェづくり

グループ療育　おやつ 先生と勉強

PASSOくらぶ



第 75 号　地域に生きる　21

ジョブサイトよど/ジェイ・ブランチよど掲示板

（桶谷、水口　記）

ジョブサイトよど 掲 示 板

「ドリブルにシュート、ばっちり決まりました！」

「おいしいケーキを食べました」

「会社の方と名刺交換をしました」

「ゲームやクイズをして楽しみました」

～サッカープロジェクトに参加されました～

ジェイブランチよど

～夏休み前に慰労会をしました～
「楽しいスライムづくり！」

～夏休み前に慰労会をしました～

～作業を受託させていただいている会社へ見学に行きました～

「ビンゴゲームで景品ゲット！」

ジョブサイトよど
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ぷれいすBe掲示板

（下　記）

6月

7月

8月

ぷれいすBe 掲 示 板

今回も土曜日を中心に様々な余暇・外出プログラムを実施しましたので
ご紹介させていただきます

ボウリング 博物館

カラオケ レストラン

NHK大阪

夏祭り花火

夕涼み会
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ジョブジョイント（JJ）おおさか -たかつきブランチ- 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

16日 AM：土曜クラブ
PM：働くチカラPROJECT（大学生向けサービス：先輩の話）、ジョイふるJJ

19日 事業所見学会（高槻）
26日 事業所見学会（十三）

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

7日

AM：�土曜クラブ、働くチカラPROJECT（大学生向けサービス：職業準備度
チェック）

PM：働くチカラPROJECT（大学生向けサービス：ビジネスマナー講座）
　　ジョイふるJJ（就職者向けサービス）

10日 事業所見学会（高槻）
18・20日 高槻市就労支援基礎講座

21日
働くチカラPROJECT（大学生向けサービス：職業準備度チェック、ビジネス
マナー講座）
就労定着支援事業説明会（就職者向け）

22日 はたらく・くらしフェスタ（淀川区役所）に参加
24日 企業研究講座（十三）、事業所見学会（十三）

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

4日
働くチカラPROJECT（大学生向けサービス：インターンシップガイダンス、
企業研究講座）
ジョイふるJJ（就職者向けサービス）

7日 事業所見学会（高槻）
11～16日 夏期休暇

18日 AM：土曜クラブ　PM：家族ミーティング
28日 事業所見学会（十三）
31日 企業研究講座（高槻）

（山田　記）

スタッフ内部研修
内部研修で新規プログラムについての検討を行
いました。
より効果的なプログラムを提供できるよう、
事業所全体で取り組んでいければと思います。

（下　記）

6月

7月

8月

ぷれいすBe 掲 示 板

今回も土曜日を中心に様々な余暇・外出プログラムを実施しましたので
ご紹介させていただきます

ボウリング 博物館

カラオケ レストラン

NHK大阪

夏祭り花火

夕涼み会
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勉強会

年 間 内　　　　　　容

6 月 働く上でのマナーやルールについて

7 月 挨拶について

8 月 報告の大切さ

9 月 手洗い

10 月 清潔習慣について

11 月 男性・女性のマナー

生産活動支援部 掲 示 板

（中野　記）

第17回さにすぽ夏祭り

LaLa-chocolat TAKATSUKI
ららしょこら たかつき

LaLa-chocolat新商品のご案内！

LaLa Petits Fours Secs

この夏よりララショコラ新商品『プチフールセック』を店頭に
て販売しております。
当店の人気の焼き菓子から、フールセック缶限定の焼き菓子
まで、「美味しい」をギュッと詰め合わせました♪
ご利用者が1つひとつ心をこめて詰めています。
手土産としても最適の商品です！ぜひ一度、ご賞味ください!!

7月21日（土）に、社会福祉法人つなが
り主催の第17回さにすぽ夏祭りに、
LaLa-chocolatも出店しました。
ご利用者も接客や販売を行い、大変暑
い日でしたが、夏祭りの楽しい雰囲気
の中、多くのお客様にご購入いただく
ことが出来ました。

ララショコラでは、年間６回「勉強会」を実施しています。テーマは、働く上で必要な行動や振る
舞いについて、　毎回テーマごとにグループワークを通して学んでいます。
具体的には、挨拶や報告などのコミュニケーションに関する内容や、仕事での身だしなみや服装
などの社会性スキルについてです。
内容にあわせてクイズ形式で学んだり、ご利用者さま同士でロールプレイを行い、報告の練習
に取り組みました。

プチガレット カシューナッツ ビターココア

プラリネ 苺のブールドネージュ 紅茶

チーズ クロッカン フロランタン

すてっぷの会

企業研究講座（サラヤ株式会社様）
業界や企業に対する興味関心を広げるために

「企業研究講座」を実施しています。会社のこ
とや業務内容について教えていただくだけでな
く、業務体験をできるような内容を組み込んで
ご講義いただきました。

企業実習（株式会社エムツープレスト様）
いろいろな仕事の経験を積み、自分に合った仕
事を確認していくために、企業実習に参加して
いただいています。

働くチカラPROJECT
就活のススメ「先輩の話」
今年度も大学生を対象にした就職支援プログラム

「働くチカラPROJECT」がスタートしました。
第1回目は「先輩の話」というプログラムで、働
くチカラPROJECTの卒業生に就職活動や今の
仕事について発表していただきました。

ジョイふるJJ　淀川花火大会
ジョブジョイントおおさかを卒業された就職者向
けのプログラムです。
8月は淀川花火大会の日に実施し、参加者の皆
さんと一緒に花火を楽しみました。
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生産活動支援部 掲示板

勉強会

年 間 内　　　　　　容

6 月 働く上でのマナーやルールについて

7 月 挨拶について

8 月 報告の大切さ

9 月 手洗い

10 月 清潔習慣について

11 月 男性・女性のマナー

生産活動支援部 掲 示 板

（中野　記）

第17回さにすぽ夏祭り

LaLa-chocolat TAKATSUKI
ららしょこら たかつき

LaLa-chocolat新商品のご案内！

LaLa Petits Fours Secs

この夏よりララショコラ新商品『プチフールセック』を店頭に
て販売しております。
当店の人気の焼き菓子から、フールセック缶限定の焼き菓子
まで、「美味しい」をギュッと詰め合わせました♪
ご利用者が1つひとつ心をこめて詰めています。
手土産としても最適の商品です！ぜひ一度、ご賞味ください!!

7月21日（土）に、社会福祉法人つなが
り主催の第17回さにすぽ夏祭りに、
LaLa-chocolatも出店しました。
ご利用者も接客や販売を行い、大変暑
い日でしたが、夏祭りの楽しい雰囲気
の中、多くのお客様にご購入いただく
ことが出来ました。

ララショコラでは、年間６回「勉強会」を実施しています。テーマは、働く上で必要な行動や振る
舞いについて、　毎回テーマごとにグループワークを通して学んでいます。
具体的には、挨拶や報告などのコミュニケーションに関する内容や、仕事での身だしなみや服装
などの社会性スキルについてです。
内容にあわせてクイズ形式で学んだり、ご利用者さま同士でロールプレイを行い、報告の練習
に取り組みました。

プチガレット カシューナッツ ビターココア

プラリネ 苺のブールドネージュ 紅茶

チーズ クロッカン フロランタン

すてっぷの会
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萩の杜家族会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
14日 茨木新イオンにて茶話会15名参加
21日 創立20周年記念の感謝の気持ちとして金一封を職員全員（70名）に贈る
24日 カトリック高槻教会にて花販売

25日
給食試食会8名参加（萩の杜施設内点検実施）
安全対策委員会

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
13日 新たに開設した生活介護施設「ふれっと なさはら」内覧会（利用者家族が参加）
15日 三島の郷家族会との懇談会

20日
医療ケアはじめの一歩・第3弾（高槻現代劇場）
家族会定例会（高槻現代劇場）

26日 サークル萩（手作りの作成と情報交換会）

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
20日 安全対策委員会
27日 家族会会長会議

（池田　記）

6月14日
茨木新イオンにて茶話会を開きました。15名出席。コーヒーとケーキと楽しいおしゃべりに
花を咲かせました。好評につき10月18日に再度行います。
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ジョブサイトよど&ジェイ・ブランチよど家族会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

16日

よどおやじの会（こがんこ十三東店）
法人出席：松上理事長
ジョブサイトよど家族会（出席者：5名）
ジェイ・ブランチよど家族会（出席者：3名）

23日
ジョブサイトよど家族会
ジェイ・ブランチよど家族会
合同役員会（ジョブサイトよど2階）

25日 家族会会長会（高槻現代劇場　集会室202号室）　出席：永井・玉木

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

3日

合同定例会（淀川区民センター）
　「平成30年4月から何が変わったか？ご利用者に関わる制度の改定について」
　　法人出席：田端施設長
ジョブサイトよど家族会（出席者：14名）
ジェイ・ブランチよど家族会（出席者：5名）

21日
ジョブサイトよど家族会
ジェイ・ブランチよど家族会
合同役員会（ジョブサイトよど2階）

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
27日 家族会会長会（高槻現代劇場　集会室201号室）　出席：永井・玉木

29日 北摂杉の子会後援会　臨時役員会（高槻現代劇場　集会室203号室）
出席：永井・玉木

（永井　記）

ジョブサイトひむろ家族会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
13日 第1回役員会（本部会議室）
25日 家族会会長会（高槻現代劇場202号室）　東会長出席

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

18日

第1回定例会（高槻現代劇場207号室）
　出席者38名　欠席者14名
　来賓　平野理事　森田施設長
◦家族会報告　東会長より
◦法人近況報告・地域生活支援部報告　平野理事より
◦ひむろ活動報告　森田施設長より
◦その他

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
22日 第2回役員会（本部会議室）
23日 グループホーム入居希望者の会
27日 家族会会長会（高槻現代劇場201号室）　東会長出席
29日 杉の子会後援会臨時役員会（高槻現代劇場203号室）　東会長出席

（堀江　記）
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ぷれいすＢｅ家族会 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

14日

役員会（ぷれいすBe会議室）（出席者：施設長を含めて9名）
審議報告事項
◦「ショートステイ懇談会」の案内文の確認と配布
◦「成年後見制度」に関する勉強会の企画と準備
　（あんだんてのお世話により講師を「ゆうちょ財団金融教育事業」から派遣して
　もらうことにした）
◦掲示板原稿の確認
◦山形さん退会に伴う名簿の作り直し

18日 参観＆ランチ（第一回）
午前8時直前大阪北部大地震が起こり休止

25日 家族会会長会議（出席者：厚東）

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

2日

「ショートステイ懇談会」（担当 :横山）　参加者：会員16名　施設職員3名
ショートステイの責任者に及川さんが新たに就任したのに伴い、急遽開催するこ
とにした。当日付けで武田悟さんが入職され、管理職の負担増の状態がようやく
解消。保護者が救急搬送されるような場合、利用者のケアをどのようにしたら良
いのかについて問題提起が行なわれた

12日

新規契約者面談（熊野さま　担当：厚東）
役員会（ぷれいすBe会議室）（出席者：施設長を含めて10名）
審議報告事項
◦「第一回参観＆ランチ」の地震による取りやめの報告と善後措置
　（第二希望に従い二回以降に振替をする）
◦「ショートステイ懇談会」の報告
◦「Beどうし」の原稿確認（担当：横山）
◦下施設長より地震に関連して被害等に関する詳細な報告を受ける

18日 第一回参観＆ランチ（担当役員：岡田、神戸）　参加者10名
地震の被害を実地に確認。緊急時の対応等の確認と要望

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

16日

役員会（ぷれいすBe会議室）
出席者：施設長を含み9名
審議報告事項
◦第一回参観＆ランチの報告
◦「障がいのある人を対象とした金融教育講座」の案内文の確認と配布
◦定例会の議事次第（ぷれいすBe創立10周年に際しての家族会としての対応）
◦�救急搬送時に関わる利用者ケアの問題（横山さんの高槻市消防署救急隊長
との面談に関する興味深い報告を受ける）

22日
「女性利用者のグループホームの会」
あんだんての渡邊さんの企画により「あいわホーム」（下田部）の見学ツアー実施
参加者：6名

27日 家族会会長会議（出席者：厚東）
29日 北摂杉の子会後援会臨時役員会（出席者：厚東　会計：和田）

（厚東　記）
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自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会 オアシス 掲示板

6月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 おやじの会（大阪自閉スペクトラム症協会との共催）
11日 オアシス役員会
15日 大阪府発達障害ネットワーク会（淀川区民センター）　会長・副会長参加

25日

平成30年度オアシス総会　場所：大阪市立青少年センター　ココプラザ講義室
◇�会員総数 75名、出席 10名、委任状 45名、合計 55名、会則20条により
5分の2以上の出席をもって成立

◇�平成29年度事業報告、収支報告・監査報告、平成30年度役員・監事・顧問
選任、平成30年度事業計画案、収支予算案、すべての議案について議場に
諮り満場異議なく承認された

◇来賓・顧問の紹介
　顧問　北摂杉の子会　理事長　松上　利男 氏
　顧問　武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科教授　新澤　伸子 氏
　顧問　北摂杉の子会　理事　児童発達支援部部長　谷岡　とし子 氏
◇講演会
　�総会後、松上理事長より「今年度の方針施策について」として、行政の動き、
法人の活動方針・施策についてご講演いただいた

28日 ホットメールなにわ会合（クレオ大阪中央）　副会長参加

7月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 オアシス役員会　ミスタードーナツ十三駅前店　役員・新澤先生出席

5日
ペアレント・メンター事業　公開講座　参加　「発達障がいの理解と家族支援について」
講師：望月　直人 氏（大阪大学キャンパスライフ健康支援センター准教授）
場所：ドーンセンター大会議室

9日 オアシス・サロン　場所：アーリーアーク404号　参加者：9名
13日 十三市　物品販売
20日 役員会臨時会議　会長・副会長・谷岡先生出席　場所：アーリーアーク404号

22日
NHKハートフォーラム　自閉スペクトラム症の人たちが暮らしやすい社会をめざして
　～1人ひとりの特性に応じたICT支援の可能性～　参加
場所：生駒市たけまるホール

28日

親子社会見学
大阪科学技術館見学　3組の家族参加
ボランティア協力　大阪総合保育大学　2名
武庫川女子大学　1名
大学生ボランティアさんに障がいの支援の
仕方を学んでもらう機会となった

8月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
4日 おやじの会　eショップ＆カフェ谷町
6日 オアシス・役員会　場所：アーリーアーク405号

19日

調理実習　サバイバル料理（お好み焼き・寒天ゼリー）
場所：クレオ大阪中央クラフト・調理室
参加者：6名、食事数 23名（保護者、役員、ボランティア含む）
ボランティア協力　大阪人間科学大学　河野　淳子 准教授
　武庫川女子大学 1名　聖和女子短期大学 1名
　大阪人間科学大学 2名　みらい保育園 1名

27日 家族会会長会オブザーバー参加（会長）

28日
ペアレント・メンター活動　オアシス保護者
場所：岸和田立春木市民センター多目的ホール
子育てにおける経験談をお伝えしました

（福田　記）
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北摂杉の子会 後援会 掲示板

　本会の活動に対して多くの方々や企業、団体、また
萩の杜、ジョブサイトひむろ、ジョブサイトよど、ジェイ・
ブランチよど、ぷれいすBeの家族会の皆様のご支援を
頂き、まことにありがとうございます。今後ともより一層の
ご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます

<近況報告>
6月	 個人会員：388名、団体会員：24団体
	 合計：412名／団体　寄付：5件
7月	 個人会員：388名、団体会員：24団体　
	 合計：412名／団体　寄付：1件
8月	 個人会員：390名、団体会員：24団体
	 合計：414名／団体　寄付：1件

（2018年8月末までの新規会員）
　個人会員：16名、団体会員：なし

＜報告事項＞
１）今年度の2018年8月末までに11件、281,000円の
寄付、476,000円の会費、合わせて757,000円の資
金を頂きました。ご協力ありがとうございます

2）2018年8月29日（火）に臨時役員会を開催
•2018年4月～2018年7月までの経過報告
　�個人会員：388名、団体会員：24名、寄付：10件、資金：
605,029円（会費納入率は個人：34％、団体：21％）
•法人への寄付の使途
　　ⅰ．AEDの設置状況
　　　�ララショコラ、ステップ、ふれっと、ふれっとなさはら

に設置済み。新グループホームには設置予定
　　　記念誌の刊行
　　ⅱ．萩の杜園庭、植木の剪定、除草の費用を寄付
　　　剪定作業は実施済み
•監査役の要否を検討する
•法人ホームページの後援会の部分を最新のものに
更新する

•10月の研修セミナーに後援会のちらしを配布し、入会
をお願いする

•次回臨時役員会の開催予定
　2018年12月5日（水）　14：00～15：00
　場所：高槻現代劇場

（棚山　記）

（注）任意団体である後援会の領収書では確定申告の際に寄付金控除を受けることは出来ませんので、
寄付金控除の出来る領収書をご希望の方は法人の下記口座にお振込み願います。

銀 行 名：三菱東京UFJ銀行 支店名 高槻支店　　口 座 名：社会福祉法人北摂杉の子会
口座番号：５０８５５５５

社会福祉法人「北摂杉の子会」後援会の趣旨に賛同され、ご支援して
下さる方々の寄付及び後援会への入会をお願い申し上げます。寄付金と
後援会費は法人を支援するための資金とさせていただきます。
お振込みは右記口座まで。もしくは同封の振込用紙をご利用下さい。
皆様のご支援とご協力をよろしくお願い致します。
既に今年度、後援会会費をいただいた方には重ねてのご案内になります
ことを、どうかご容赦ください。

寄付と後援会入会のお願い

記
1.寄付金（注）	
2.個人会員	 年間一口	 2,000円
3.団体会員	 年間一口	 10,000円

郵便振込口座　北摂杉の子会
00920-8-90859
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□法人へのご寄附に感謝いたします。（平成30年6月1日～平成30年8月31日）
蛭　豊　河端良一　真野利之　植松芳哲　棚山薫晴　和泉善法　佐々木國夫　明定克次　伊藤貴之

□後援会入会と会費納入に感謝いたします。（平成30年5月24日～平成30年8月30日）
本城征治郎　本城三四子　本城　翼　布留容一　山内千鶴子　北村久美子　志賀亞之　酒井喜代美　西坂徹雄　　　
本田千秋　松上文子　森田　傑　井上惇子　井上陽子　伊福久子　大谷千由子　大上直子　川崎舞子　調　佳枝　　
倉本　周　徳本晴美　冨宅由美子　吉田保子　細原玲子　小林夏子　白倉俊雄　林　智恵　黒澤和子　木下光代　　
小林伸次　小林真理子　副島雄彦　中島江美子　菅沼朋子　福田浩三　福田浩隆　福田啓子　竹内知子　飯塚雅代　
みずしまゆうすけ　小林美代子　有田和弘　匿名希望1人

□後援会への寄付に感謝いたします。（平成30年5月29日～平成30年8月31日）
北村憲一　松岡洋市　志賀亞之　林　秀郎　中村義昭　鈴木孝雄　匿名希望1人

□家族会へのご寄附に感謝いたします。（平成30年6月1日～平成30年8月31日）
南　昌子

□物品のご提供に感謝いたします。（平成30年6月1日～平成30年8月31日）
赤尾浩子　神田由美子　藤岡紀子　澤田幸子　津田恵子　南野佐智子　菅野寿子　田中けい子　山岡　不二園芸

□ボランティアに感謝いたします。（平成30年6月1日～平成30年8月31日）
坂井恵美子　佐々木映世

（敬称略　順不同）

～ 皆様の温かいご支援に感謝いたします ～

発行人　社会福祉法人 北摂杉の子会
　　　　理事長　松上 利男
発行所　北摂杉の子会
住　所　大阪府高槻市城北町1丁目6-8
発行日　2018年10月10日

定価100円



施設住所一覧

□	社会福祉法人 北摂杉の子会 法人本部事務所
	 人材育成研修室 
	 （法人独自の公益事業〈研修・講師派遣・コンサルテーション〉）
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル3F
	 TEL （072）662-8133  FAX （072）662-8155
	 ［E-mail］ info@suginokokai.com
	 ［URL］ http：//www.suginokokai.com
□	障がい者支援施設 萩の杜 （施設入所支援・生活介護）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL （072）699-0099　FAX （072）699-0130
 	 ［E-mail］ haginomori@suginokokai.com
□	萩の杜 日中活動支援センターふれっとなさはら

（生活介護）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原2丁目4番25号
□	萩の杜ショートステイセンター ぶれす
	 （短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL （072）699-0844　FAX （072）699-0130
 	 ［E-mail］ breath@suginokokai.com
□	グループホーム とんだ （共同生活援助）
	 〒569-0814 高槻市富田町5-13-14 101号室
□	レジデンスなさはら （共同生活援助）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原3丁目15番1号
□	レジデンスなさはら2丁目 （共同生活援助）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原2丁目1番8号
□	ジョブサイトひむろ （生活介護）
	 〒569-1141 高槻市氷室町1丁目14-27
	 TEL （072）697-2234　FAX （072）697-2222
	 ［E-mail］ himuro@suginokokai.com
□	高槻地域生活総合支援センター ぷれいすBe
	 （生活介護・就労継続支援B型・短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL （072）681-4700　FAX （072）681-4900
	 ［E-mail］ placebe@suginokokai.com
	 〈短期入所〉 TEL （072）681-4720
■	生活支援センター あんだんて
	 （指定特定相談支援・指定一般相談支援事業）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL （072）681-4755　FAX （072）681-4900
	 ［E-mail］ andante@suginokokai.com
■	大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか
	 （発達障害者支援センター事業）
	 〒540-0026 大阪市中央区内本町1丁目2-13
	 　　　　　　　　　谷四ばんらいビル10F
	 TEL （06）6966-1313　FAX （06）6966-1531
	 ［E-mail］ act-osaka@suginokokai.com
	 ［URL］ http：//homepage3.nifty.com/actosaka/
□	サポートセンターPASSO
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL&FAX （06）4862-5454
	 ［E-mail］ passo@suginokokai.com
	 ［URL］ http：//oasc.jp

□	児童デイサービスセンター an 
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL （06）6838-8990　FAX （06）6838-7015
	 ［E-mail］ an@suginokokai.com 
	 ［URL］ http：//oasc.jp
□	こども発達支援センター will 
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル2F
	 TEL （072）662-0100　FAX （072）662-0056
 	 ［E-mail］ will@suginokokai.com
■	こども相談支援センター wish
	 （指定特定相談支援・指定障害児相談支援事業）
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル2F
	 TEL （072）605-1140　FAX （072）662-0056
	 ［E-mail］ wish@suginokokai.com
□	自閉症療育センター Link
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒573-0032 枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル3F
	 TEL （072）841-2411　FAX （072）841-2412
	 ［E-mail］ link@suginokokai.com
□	こども発達支援センター az
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒558-0003 大阪市住吉区長居2丁目4-1 サンテ長居1F
	 TEL （06）6654-8777　FAX （06）6654-8780
□	ジョブサイトよど （生活介護）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL （06）6838-7007　FAX （06）6838-7015
	 ［E-mail］ yodo@suginokokai.com
□	ジェイ・ブランチよど （就労継続支援B型）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目3番10号
	 TEL （06）6303-9430　FAX （06）6195-3710
	 ［E-mail］ yodo_branch@suginokokai.com
□	ジョブジョイントおおさか
	 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL （06）6100-0150　FAX （06）6309-3007
	 ［E-mail］ jj@suginokokai.com
□	ジョブジョイントおおさか たかつきブランチ
	 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒569-0072 高槻市京口町9番3号 関西産業ビル1F・4F
	 TEL （072）668-1123　FAX （072）668-1165
	 ［E-mail］ jj@suginokokai.com
□	法人自主製品店舗
	 よどのコロッケ
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目10番10号
	 TEL （06）6306-4096
	 営業時間：10：30〜17：00（土・日・祝定休）
□	「LaLa-chocolat （ララ ショコラ） /TAKATSUKI」
	 就労継続支援B型
	 〒569-0091 高槻市城北町2丁目13番2号
	 TEL （072）668-5055　FAX （072）668-5081
	 営業時間：10：00〜19：00（日・祝休み）

※■は行政よりの委託事業


